
 

「KitaQ スー１★Girls Tech 事業」企画・運営業務委託 

仕様書 

 

１ 委託業務名 

「KitaQ スー１★Girls Tech 事業」企画・運営業務 

   

２ 委託期間 

契約締結日から令和８年３月３１日まで 

 

３ 事業内容等 

  以下の（１）及び（２）の事業主旨を踏まえ、企画提案を行うこと。 

 

（１）第３回スー１★ＧＰの開催 

イベント開催に必要な問題作成・企画・広報・募集管理・設営・運営・撤去等に係る一切

の業務を委託する。 

 

① 事業目的 

 数学に関する「学校の中で味わえない体験の演出」を通して、中学生が数学への興味を

深め、数学に強い次世代人材を育成するためのイベントを開催する。 

また、参加者が身近な事象を数学を使って解決したり、数学に結び付けたりすることや、

数学が得意な生徒だけではなく、プレイベントでは小学生も参加対象として裾野を広げる

ことで、数学に興味をもつきっかけとなるようなイベントにする。 

 

② 企画提案 

・ 受託者は、「キックオフイベント」及び「第３回スー１★ＧＰ」の企画提案を行うこと。 

イベント名 
第３回スー１★ＧＰ キックオフイベント 

「数理の秘密☆アドベンチャー」 

開 催 日 時 令和７年７月１９日（土）予定 

開 催 場 所 北九州市内の施設や大学等 

参 加 者 

ア （午前）北九州市内の小学校３年生～６年生  ３０名程度 

イ （午後）北九州市内の中学校１年生～３年生  ３０名程度 

※国公私立小・中学校も含む。 

内   容 

ア 小学校３年生～６年生 

９：３０ 受付 

１０：００ プログラム体験（３時間）大学・企業による WS 等 

１３：００ 終了 

イ 中学校１～３年生 

１１：３０ 受付 

１２：００ プログラム体験（４時間）大学・企業による出前授業 

  １６：００ 終了 

募   集 市ＨＰにて募集を行う。 
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イベント名 第３回スー１★ＧＰ  

開 催 日 時 令和８年１月１７日（土） 

開 催 場 所 スペース LABO ANNEX スペース LABO 

参 加 者 

６０組 １８０名 

北九州市内の中学生（同一中学１組３人で申込み） 

※国公私立中学も含む。 

内   容 

【午前の部】スペース LABO ANNEX 

 ９：４０～ ９：５０ 開会式（１０分） 

 ９：５０～１０：００ 試験についての説明（１０分） 

１０：００～１１：３０ 試験（９０分） 

１１：３０～１２：３０ 休憩 

【午後の部】スペース LABO 

１３：００～１５：１５ 大学の先生による数学に関するワークショッ

プ等 

             スペース LABO 見学  （１３５分） 

１５：２５～１５：４５ 表彰式・講評・閉会式 （２０分）  

募   集 市ＨＰにて募集を行う。 

 

③ 広報 

・ 受託者は、イベントへの参加者を募る広報のためのチラシ・ポスターのデザイン及び印刷等を

行うこと。 

・ 受託者は、本業務を周知し、参加者への連絡が円滑に行えるよう、市の HP にて専用サイトを

立ち上げて情報発信を行うこと。 

 

④  運営 

・ 企画コンセプト、全体演出、広報・イベント実施スケジュールの作成を行うこと。 

・ 実施体制・人員配置計画の作成を行うこと。 

・ 運営管理（運営マニュアル、進行台本の作成）を行うこと。 

※ 火災や天災などの事態が発生した場合のイベント中止（一部中止）等緊急時対応 

・ 受託者は、プログラムの参加者の全体及び各回について、名簿の取りまとめを行い、担当課と

共有すること。 

・ 実施会場については、受託者がプログラムの内容を踏まえて設定すること。なお、本市が所有

する施設については、担当課と協議し、必要に応じて減免等の手続きを担当課が行うことは差し

支えない。 

・ 受託者は、イベントの円滑な実施が見込める会場設営や受付、運営に十分な人員等を準備する

こと。 

・ 外部講師等（問題作成委員）に係る費用や会場設置に係る費用等、イベントを実施するために

必要な経費は、全て委託費用に含むこと（積算については、「５ その他」も参考にすること）。   

ただし、参加者の傷害保険及び参加者に還元される材料等の費用について、各参加者から徴収

する場合は、担当課と協議の上、決定すること。 
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⑤  募集管理 

・ 受託者は、イベントへの参加者の全体及び各回について、名簿等のとりまとめを行い、担当

課と共有すること。 

・ 募集を取り纏め、教育委員会と協議の上、参加者を決定すること。 

・ 決定通知を発送すること。 

 

⑥  イベント運営における配慮事項 

【イベント賠償責任保険の加入】 

 ・  会場内設備の欠陥や誘導ミス等による事故について、保険に加入し、受託者の責任で対す 

ること。 

 【会場スタッフの配置・対応】 

・ 駐車場、会場出入口のほか、会場内外の案内・誘導等を行うスタッフを配置し、会場内イベ 

ント等をスムーズに実施できるよう、各種役割を分け、受付・説明・誘導・案内のほか、進行、 

司会・アナウンスを行うこと。 

・ 介助等が必要な身体障害者、不審物・不審者、クレーム、不慮の事故（火災や天災を含む） 

などを想定し、対応できるよう体制を構築しておくこと。 

  

⑦  写真・動画の撮影・納品 

【写真・動画の撮影】 

・ イベント期間の参加者の楽しさなどが伝わるような写真・動画撮影を行うこと（広報を行う

際に利用することを意識）。 

【写真・動画の納品等】 

・ すべての記録として教育委員会に写真・動画を納品すること。なお、広報用として使用する

一部のデータについて、個人が特定できないようにするなど教育委員会が加工修正を指示した

場合は、速やかに対応すること。 

 

⑧  出場者アンケートの回収及び集計 

・ アンケート結果を教育委員会に報告すること。 

 

⑨  事業実施報告等 

・ ３月上旬を目途にイベント全般の実施結果（出場者数・アンケート結果・試験結果・分析な

どを含む）を写真とともに、まとめて実施報告書として提出すること。 

 

⑩  個人情報の取扱い 

 ・ 受注者は、個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）第２条第１

項に規定する個人情報という。以下同じ。）の保護の重要性を認識し、委託業務の実施（処理）

に当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報を適正に取り扱うこと。 

 

（２）KitaQ Girls Tech プロジェクト（女子に特化した理工系人材育成プログラム） 

イベント開催に必要な問題作成・企画・広報・募集管理・設営・運営・撤去等に係る一切

の業務を委託する。 

 

① 事業目的  
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理工系分野における女性の参画割合が停滞していることを鑑み、女子児童生徒の理工系分

野への興味・関心を喚起し、将来の北九州市を支える女性理工系人材の育成につながる事業

を実施すること。 

 

② 対象者  

北九州市在住の小・中・高等学校の女子児童生徒を対象とすること（男子児童生徒も参加 

可であるが、女子枠は必ず確保すること）。 

なお、プログラムの内容によっては、安全性等を考慮し、対象学校種や学年を限定しても

差し支えない。 

各回の参加上限は、３０名～５０名程度とする。 

申込者が募集数を超えた場合は、以下の A～D を総合的に勘案して、担当課が参加者を決定

する。 

   A：本事業の別プログラム参加の有無 

   B：年齢の構成 

   C：在住する区の構成 

   D：所属学校の構成 

 

③ 実施場所 

   受託者がプログラムの内容を踏まえて設定した場所とする。なお、本市が所有する施設につ

いては、担当課と協議し、必要に応じて減免等の手続きを担当課が行うことは差し支えない。 

 

④ 企画提案 

・ 受託者は、事業目的に沿って、以下に示すプログラムの企画提案を行うこと。 

  ア：未来創造ワークショップ部門 （１日開催予定） 

    市内企業や高等教育機関等と連携した体験型ワークショップ等 

  イ：サイテックツアー部門 （１日開催予定）     

地元の理工系事業所の見学及び女性職員との懇談等 

  ウ：テクノロジー探究部門（１日開催予定） 

    子どもたちが「理工学×●●」のコラボレーションによって発展する医療・産業分野等

に興味を持ち、将来のキャリアを考える機会とする体験プログラム等 

    エ：理工系女子、未来への架け橋部門（半日開催予定） 

    ロールモデルとの交流イベント、理工系分野で活躍する女性によるワークショップ等 

 

⑤ 広報 

・ 受託者は、イベントへの参加者を募る広報のためのチラシ・ポスターのデザイン及び印刷

等を行うこと。メインターゲットとなる小中学生、高校生の目を引くポスター・チラシを作

成し、発信すること（女子の興味・関心を喚起する内容、イメージ）。 

・ 受託者は、本業務を周知し、参加者への連絡が円滑に行えるよう、市の HP にて専用サイ

トを立ち上げて情報発信を行うこと。 

 

⑥ 運営 

・ 企画コンセプト、全体演出、広報・イベント実施スケジュールの作成を行うこと。 

・ 実施体制・人員配置計画の作成を行うこと。 
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・ 運営管理（運営マニュアル、進行台本の作成）をすること。 

※ 火災や天災などの事態が発生した場合のイベント中止（一部中止）等緊急時対応 

・ 受託者は、プログラムの参加者の全体及び各回について、名簿の取りまとめを行い、担当

課と共有すること。 

・ 実施会場については、受託者がプログラムの内容を踏まえて設定すること。なお、本市が

所有する施設については、担当課と協議し、必要に応じて減免等の手続きを担当課が行うこ

とは差し支えない。 

・ 受託者は、イベントの円滑な実施が見込める会場設営や受付、運営に十分な人員等を準備

すること。 

・ 外部講師等に係る費用や会場設置に係る費用等、イベントを実施するために必要な経費は、

全て委託費用に含むこと（積算については、「５ その他」も参考にすること）。 

ただし、参加者の傷害保険及び参加者に還元される材料等の費用について、各参加者から

徴収する場合は、担当課と協議の上、決定すること。 

 

⑦ 募集管理 

・ 受託者は、イベントへの参加者の全体及び各回について、名簿等のとりまとめを行い、担当

課と共有すること。 

・ 募集を取り纏め、教育委員会と協議の上、参加者を決定すること。 

・ 決定通知を発送すること。 

 

⑧ イベント運営における配慮事項 

【イベント賠償責任保険の加入】 

 ・ 会場内設備の欠陥や誘導ミス等による事故について、保険に加入し、受託者の責任で対す 

ること。 

 【会場スタッフの配置・対応】 

・ 駐車場、会場出入口のほか、会場内外の案内・誘導等を行うスタッフを配置し、会場内イベ 

ント等をスムーズに実施できるよう、各種役割を分け、受付・説明・誘導・案内のほか、進行、 

司会・アナウンスを行うこと。 

・ 介助等が必要な身体障害者、不審物・不審者、クレーム、不慮の事故（火災や天災を含む） 

などを想定し、対応できるよう体制を構築しておくこと。 

 

⑨ 写真・動画の撮影・納品 

【写真・動画の撮影】 

・ イベント期間の参加者の楽しさなどが伝わるような写真・動画撮影を行うこと。（広報を行

う際に利用することを意識）。 

【写真・動画の納品等】 

・ すべての記録として教育委員会に写真・動画を納品すること。なお、広報用として使用する

一部のデータについて、個人が特定できないようにするなど教育委員会が加工修正を指示し

た場合は、速やかに対応すること。 

 

⑩ 参加者アンケートの回収及び集計 

・ アンケート結果を教育委員会に報告すること。 
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⑪  事業実施報告等 

・ ３月上旬を目途にイベント全般の実施結果（参加者数・アンケート結果・分析などを含む）

を写真とともに、まとめて実施報告書として提出すること。 

⑫  個人情報の取扱い 

  ・ 受注者は、個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）第２条第１

項に規定する個人情報という。以下同じ。）の保護の重要性を認識し、委託業務の実施（処理）

に当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報を適正に取り扱うこと。 

 

４ 留意事項 

この仕様書に定めのない事項については、教育委員会と受託者で協議の上決定する。 

 

５ その他（積算に当たっての参考） 

 【Girls Tech 事業】 

仕 様 数 量 

講師への謝礼（旅費を含む）100,000 円程度／名  20 名分 

大型バス（45 人乗り）北九州・遠賀地域 （１日ツアー） 2 回分 

チラシ制作費・発送業務 約５万枚 

※発送は市立学校 197 校 

※国公私立はデータ送付のみ 

   

【スー１★GP】 

仕 様 数 量 

問題作成委員への謝礼 20,000 円程度（旅費を含む）／名  10 名分 

ポスター作製・発送業務 市内中学校 73 校 

   

  

６ 問合せ 

  本仕様書についての問合せ先は以下の通りとする。 

  ・プログラムの内容や実施に関すること 

   北九州市教育委員会次世代教育推進課 石丸・舍川 

  ・契約等の事務に関すること 

   北九州市教育委員会次世代教育推進課 秋吉・篠原 
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